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「鬼神童女遊侠伝／狸男の股間使の野望」（仮）

〇

物

語

内

容

【
背

景

設

定
】

　

高

校

生

の

春

小

路

清

子

は
、

「
白

馬

の

王

子

事

件
」

の

後
、

関

東

脅

征

会

の

報

復

に

よ

っ

て

両

親

を

亡

く

し
、

両

親

の

仇

を

討

っ

た

恋

人

の

入

間

原

堅

次

郎

の

家

に

身

を

寄

せ

て

い

た
。

　

堅

次

郎

は
、

清

子

の

心

傷

を

和

ら

げ

よ

う

と
、

ア

イ

ド

ル

に

憧

れ

る

清

子

を

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

ア

イ

ド

ル

と

し

て

活

動

さ

せ

る

こ

と

に

し

た
。

　

最

初

は

清

子

一

人

で

活

動

し

て

い

た

が
、

清

子

を

慕

う

近

所

の

小

学

生

の

小

鳥

遊

爽

子

と

澄

子

の

姉

妹

が

仲

間

に

入

り
、

三

人

で

活

動

す

る

よ

う

に

な

っ

た
。

【
本

編

内

容
】

　

か

つ

て

鬼

姫

山

の

お

凜

様

が

倒

し

た

妖

賊

狸

男

「
早

抜

き

の

駒

四

郎
」

の

子

孫

が
、

新

た

に

「
早

抜

き

の

股

間

使

郎
」

を

名

乗

り
、

「
関

東

股

間

使

隊
」

を

結

成

し

て
、

数

百

年

の

時

を

超

え

て

お

凜

様

へ

の

報

復

を

企

て

て

い

た

…
…

。
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「鬼神童女遊侠伝／狸男の股間使の野望」（仮）

　

あ

る

日
、

清

子

た

ち

が

公

園

で

ダ

ン

ス

の

練

習

を

し

て

い

る

と
、

股

間

使

郎

が

出

現

し

て

襲

い

か

か

っ

て

き

た
。

股

間

使

郎

は
、

堅

次

郎

に

重

傷

を

負

わ

せ
、

爽

子

と

澄

子

を

人

質

に

し
、

清

子

を

そ

の

場

で

辱

め

よ

う

と

し

た
。

　

そ

こ

に
、

鬼

姫

山

の

お

凜

様

が

駆

け

つ

け

て
、

牙

吉

飛

丸

と

共

に
、

正

義

の

刀

を

抜

い

た
。

お

凜

様

は

股

間

使

郎

の

手

下

を

蹴

散

ら

す

が
、

股

間

使

郎

は

爽

子

と

澄

子

を

連

れ

て

逃

走

し

た
。

　

お

凜

様

は
、

深

手

を

負

っ

た

堅

次

郎

を

霊

泉

酒

で

治

癒

し
、

「
白

馬

の

王

子
」

の

精

神

的

後

遺

症

に

襲

わ

れ

た

清

子

を

霊

竹

笛

で

慰

癒

し

た
。

　

お

凜

様

は
、

爽

子

と

澄

子

の

救

出

の

た

め
、

股

間

使

郎

の

討

伐

を

決

意

し

た
。

清

子

は
、

お

凜

様

と

の

同

行

を

志

願

し

た
。

お

凜

様

は

危

険

な

た

め

反

対

す

る

が
、

清

子

に

は
、

恋

人

の

堅

次

郎

に

重

傷

を

負

わ

せ
、

幼

い

爽

子

と

澄

子

を

誘

拐

し

た

こ

と

へ

の

強

烈

な

怒

り

が

あ

っ

た
。

お

凜

様

は
、

清

子

の

中

に

義

侠

心

を

見

出

し
、

清

子

を

依

代

と

し

て

同

化

さ

せ

る

こ

と

に

し

た
。
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清

子

は
、

「
鬼

神

童

女

変

化
」

の

能

力

を

獲

得

し
、

衆

生

救

済

の

た

め

に

圧

倒

的

武

勇

を

行

使

す

る

こ

と

が

で

き

る

力

を

得

て
、

代

償

と

し

て
、

圧

倒

的

苦

痛

も

受

忍

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

体

と

な

っ

た
。

　

堅

次

郎

は
、

お

凜

様

と

同

化

し

た

清

子

の

支

援

の

た

め
、

妖

賊

に

立

ち

向

か

え

る

刀

と

銃

を

授

け

ら

れ

た
。

　

清

子

と

同

化

し

た

お

凜

様

は
、

股

間

使

郎

の

潜

伏

先

に

踏

み

込

み
、

股

間

使

郎

と

の

死

闘

の

末
、

股

間

使

郎

を

倒

し

た
。

　

だ

が
、

大

将

だ

と

思

っ

た

股

間

使

郎

は
、

実

は

複

製

さ

れ

た

影

武

者

で

し

か

な

か

っ

た
。

股

間

使

郎

の

影

武

者

は
、

「
股

間

使

隊

に

よ

る

天

下

布

武
、

狸

を

頂

点

と

す

る

強

姦

大

国

の

樹

立
」

を

宣

言

し
、

消

滅

し

た
。

　

お

凜

様

は

清

子

に

戻

り
、

爽

子

と

澄

子

を

連

れ

て
、

堅

次

郎

と

一

緒

に

帰

っ

て

い

っ

た
。

3
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「鬼神童女遊侠伝／狸男の股間使の野望」（仮）

〇

登

場

人

物

鬼

神

童

女

・

花

吹

雪

の

お

凜

（

９

）

武

州

総

鎮

守

　

秩

父

鬼

姫

山

三

代

目
。

堅

次

郎

の

守

護

神
。

清

　

子

と

同

化

し

て
、

嫁

兼

姉

兼

妹

と

し

て

堅

次

郎

　

と

暮

ら

す

よ

う

に

な

る
。

山

狗

・

遠

吠

え

の

牙

吉

（

？

）

お

凜

様

の

お

供
。

山

鴉

・

夜

鳴

き

の

飛

丸

（

？

）

お

凜

様

の

お

供
。

春

小

路

清

子

（

１

８

）

高

校

生
。

お

凜

様

と

同

化

　

し
、

鬼

神

童

女

変

化

の

能

力

を

得

る
。

入

間

原

堅

次

郎

（

３

９

）

清

子

の

恋

人
。

元

運

転

　

手

の

現

警

備

員
。

後

に

お

凜

様

の

託

宣

を

受

け

　

て

「
特

攻

戦

士

神

風
」

に

な

る
。

小

鳥

遊

爽

子

（

９

）

歌

う

の

と

踊

る

の

が

好

き

な

　

ア

イ

ド

ル

に

憧

れ

る

小

学

生
。

清

子

と

ア

イ

ド

　

ル

ユ

ニ

ッ

ト

を

結

成
。

堅

次

郎

が

好

き
。

小

鳥

遊

澄

子

（

９

）

歌

う

の

と

踊

る

の

が

好

き

な

　

ア

イ

ド

ル

に

憧

れ

る

小

学

生
。

清

子

と

ア

イ

ド

　

ル

ユ

ニ

ッ

ト

を

結

成
。

堅

次

郎

が

好

き
。

早

抜

き

の

股

間

使

郎

（

？

）

妖

賊

狸

男
。

関

東

股

　

間

使

隊

の

頭

領
。

お

凜

様

が

倒

し

た

早

抜

き

の

4
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「鬼神童女遊侠伝／狸男の股間使の野望」（仮）

　

駒

四

郎

の

子

孫
。

股

間

使

郎

の

手

下

（

？

）

戦

闘

員
。

股

間

使

郎

の

劣

化

コ

ピ

ー

の

小

狸
。

5
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「鬼神童女遊侠伝／狸男の股間使の野望」（仮）

〇

絵

巻

物

　

　

　

「
鬼

神

童

女

物

語

絵

巻
」

の

断

片
。

鬼

姫

　

　

　

山

三

神

の

図

像

が

描

か

れ
、

「
主

神

・

花

　

　

　

吹

雪

凜

凜

志

乃

大

鬼

姫

神
」

「
眷

属

神

・

 

　

　

　

遠

吠

猛

牙

突

立

大

狗

神
」

「
眷

属

神

・

夜

　

　

　

鳴

天

空

飛

翔

大

鴉

神
」

と

い

う

神

号

が

記

　

　

　

さ

れ

て

い

る
。

語

り

「

『
鬼

神

童

女

物

語

絵

巻
』

と

い

う

古

い

絵

　

巻

物

が

発

見

さ

れ

た
。

そ

れ

は
、

失

わ

れ

た

『
武

州

鬼

姫

信

仰
』

を

知

る

唯

一

の

手

掛

か

り

で

　

あ

る
。

そ

こ

に

は
、

『
鬼

姫

山

三

神
』

と

『
妖

　

賊
』

と

の

戦

い

の

様

子

が

詳

細

に

描

か

れ

て

い

　

る
。

こ

の

物

語

は
、

鬼

姫

山

三

神

の

激

闘

を

描

　

い

た

大

活

劇

で

あ

る
」

題

字

「
鬼

神

童

女

遊

侠

伝

／

狸

男

の

股

間

使

の

野

望
」

　

　

　

主

題

歌

「
鬼

神

童

女

遊

侠

伝
」

　

　

　

お

凜

様

の

活

躍

を

描

く

絵

巻

物

の

断

片
。

〇

山

奥

の

森

6
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妖

賊

狸

男

・

早

抜

き

の

股

間

使

郎

が
、

手

　

　

　

下

た

ち

の

前

に

立

っ

て

い

る
。

股

間

使

郎

「
俺

の

先

祖

は
、

鬼

神

童

女

に

無

残

に

　

も

殺

さ

れ

た
。

だ

が
、

早

抜

き

の

技

は

脈

々

と

 

　

受

け

継

が

れ

て

い

る
。

今

こ

そ
、

鬼

神

童

女

を

　

討

ち

倒

す

時

だ
。

鬼

神

童

女

を

誘

い

込

み
、

早

　

抜

き

の

技

を

も

っ

て
、

襲

っ

て

犯

し

て

殺

し

て

　

し

ま

お

う

で

は

な

い

か
」

　

　

　

狸

男

が

抜

刀

す

る
。

股

間

使

郎

「
先

祖

の

名

を

借

り

て
、

俺

は

『
早

抜

　

き

の

股

間

使

郎
』

と

名

乗

る
。

こ

こ

に

『
関

東

　

股

間

使

隊
』

を

結

成

す

る
。

『
股

間

使

隊
』

に

　

栄

光

あ

れ

！
」

　

　

　

手

下

た

ち

が

抜

刀

す

る
。

手

下

た

ち

「
栄

光

あ

れ

！
」

〇

町

の

遠

景

　

　

　

遥

か

に

雄

大

な

秩

父

山

地

が

広

が

り
、

平

　

　

　

地

を

入

間

川

が

流

れ

て

い

る
。

川

に

沿

っ

　

　

　

て

市

街

地

が

形

成

さ

れ

て

い

る
。

7
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「鬼神童女遊侠伝／狸男の股間使の野望」（仮）

字

幕

「
令

和

年

間
。

武

州

入

間

地

方
」

〇

公

園

　

　

　

セ

ー

ラ

ー

服

を

着

た

少

女

・

春

小

路

清

子

　

　

　

（

１

８

）

と
、

小

鳥

遊

爽

子

（

９

）
、

小

　

　

　

鳥

遊

澄

子

（

９

）

が
、

音

楽

に

合

わ

せ

て

　

　

　

可

憐

に

踊

っ

て

い

る
。

　

　

　

入

間

原

堅

次

郎

（

３

９

）

が
、

清

子

た

ち

　

　

　

を

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

で

撮

っ

て

い

る
。

　

　

　

清

子

た

ち

が

踊

り

終

え

る
。

堅

次

郎

「
カ

ッ

ト

！

　

オ

ッ

ケ

ー

！
」

清

子

「
可

愛

く

撮

れ

て

る

？
」

堅

次

郎

「
最

高

だ

よ
」

爽

子

澄

子

「
お

兄

ち

ゃ

ん
、

あ

り

が

と

う
」

堅

次

郎

「
写

真

も

沢

山

撮

っ

て

お

こ

う

ね
」

　

　

　

堅

次

郎

が

ス

チ

ー

ル

カ

メ

ラ

で

清

子

た

ち

　

　

　

の

可

憐

な

姿

を

撮

っ

て

い

く
。

清

子

（

独

白

）

「
私
、

春

小

路

清

子
。

ど

こ

に

で

　

も

い

る

普

通

の

女

の

子
。

こ

の

人

は
、

私

の

お

　

兄

ち

ゃ

ん

で
、

入

間

原

堅

次

郎

さ

ん
。

何

し

て

8
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る

っ

て

？

　

ア

イ

ド

ル

！

　

私
、

小

さ

い

頃

か

 

　

ら

ア

イ

ド

ル

に

憧

れ

て

て
、

お

兄

ち

ゃ

ん

に

手

　

伝

っ

て

も

ら

っ

て
、

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

で

活

動

　

を

始

め

た

の
。

こ

の

子

た

ち

は
、

近

所

の

小

鳥

　

遊

爽

子

ち

ゃ

ん

と

澄

子

ち

ゃ

ん
。

最

初

は

私

一

　

人

だ

っ

た

ん

だ

け

ど
、

一

緒

に

や

り

た

い

っ

て

　

参

加

し

て

く

れ

た

の
。

今

は

三

人

で

仲

良

く

活

　

動

し

て

る

よ
。

女

の

子

三

人

に

囲

ま

れ

て
、

お

　

兄

ち

ゃ

ん

も

楽

し

そ

う
」

　

　

　

堅

次

郎

が

撮

影

を

終

え

る
。

堅

次

郎

「
い

い

の

が

一

杯

撮

れ

た

よ
」

清

子

「
も

っ

と

凄

い

こ

と

す

る

？
」

爽

子

澄

子

「
こ

こ

か

ら

は

非

公

開

だ

よ

？
」

　

　

　

清

子

た

ち

が

ス

カ

ー

ト

の

裾

に

手

を

か

け

　

　

　

て
、

挑

発

的

な

仕

草

を

す

る
。

堅

次

郎

「
か

ら

か

う

な

！
」

　

　

　

堅

次

郎

が

片

付

け

始

め

る
。

　

　

　

清

子

た

ち

の

悪

戯

な

笑

顔
。

爽

子

澄

子

「
お

姉

ち

ゃ

ん

っ

て

大

胆

！
」

清

子

「
爽

子

ち

ゃ

ん

と

澄

子

ち

ゃ

ん

こ

そ

！
」

9

Copyright©2005-2025　民富田智明／合同会社関東入間屋一家　All Rights Reserved.



「鬼神童女遊侠伝／狸男の股間使の野望」（仮）

　

　

　

堅

次

郎

に

微

妙

に

聞

こ

え

る

よ

う

に
、

清

　

　

　

子

た

ち

が

女

の

会

話

を

し

て

い

る
。

　

　

　

そ

の

時
。

　

　

　

突

如
、

股

間

使

郎

率

い

る

狸

軍

団

が

清

子

　

　

　

た

ち

の

前

に

現

れ

る
。

股

間

使

郎

「
小

娘

え
、

こ

の

俺

が

代

わ

り

に

楽

し

 

　

ん

で

や

ろ

う

じ

ゃ

ね

え

か

！
」

清

子

爽

子

澄

子

「
き

ゃ

あ

あ

あ

！
」

堅

次

郎

「
な
、

な

ん

だ

こ

い

つ

ら

！
」

股

間

使

郎

「
こ

ま

し

て

え

～
。

こ

ま

し

て

え

～
」

　

　

　

股

間

使

郎

が

清

子

た

ち

に

迫

っ

て

い

く
。

堅

次

郎

「
こ

の

子

た

ち

に

手

を

出

す

な

！
」

　

　

　

堅

次

郎

が

清

子

た

ち

の

前

に

立

つ

が
、

丸

　

　

　

腰
。

　

　

　

股

間

使

郎

が

抜

刀

し
、

堅

次

郎

を

容

赦

な

　

　

　

く

叩

き

斬

る
。

堅

次

郎

「
ぐ

あ

あ

っ

…
…

」

　

　

　

堅

次

郎

が

倒

れ

る
。

清

子

爽

子

澄

子

「
き

ゃ

あ

あ

あ

！
」

　

　

　

股

間

使

郎

が

清

子

に

迫

る
。

10
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「鬼神童女遊侠伝／狸男の股間使の野望」（仮）

股

間

使

郎

「
お

め

え

上

物

だ

な
。

こ

の

場

で

こ

ま

　

し

て

や

ろ

う
」

　

　

　

股

間

使

郎

が

清

子

を

強

引

に

取

り

押

さ

え

　

　

　

る
。

清

子

「
き

ゃ

！
」

爽

子

澄

子

「
お

姉

ち

ゃ

ん

！
」

股

間

使

郎

「
お

め

え

た

ち

は

お

土

産

だ

ぜ
」

　

　

　

手

下

た

ち

が

爽

子

澄

子

を

強

引

に

取

り

押

　

　

　

さ

え

る
。

爽

子

澄

子

「
き

ゃ

！
」

　

　

　

股

間

使

郎

が

清

子

を

そ

の

場

に

押

し

倒

し

　

　

　

て
、

刀

を

突

き

付

け

て

馬

乗

り

に

な

る
。

股

間

使

郎

「
鬼

神

童

女
、

出

て

来

い

よ

！

　

俺

の

　

竿

で

突

き

破

っ

ち

ま

う

ぜ

！
」

　

　

　

股

間

使

郎

が

竿

を

出

そ

う

と

す

る
。

　

　

　

清

子

の

息

が

荒

く

な

っ

て

い

く
。

爽

子

澄

子

「
い

や

あ

あ

！
」

清

子

「
い

や

あ

あ

！
」

　

　

　

そ

の

時
。

　

　

　

銃

声

が

響

き
、

手

下

た

ち

が

次

々

と

倒

れ

 

11
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「鬼神童女遊侠伝／狸男の股間使の野望」（仮）

　

　

　

る
。

　

　

　

清

子

た

ち

の

前

に
、

鬼

神

童

女

・

花

吹

雪

　

　

　

の

お

凜

（

９

）

と
、

山

狗

・

遠

吠

え

の

牙

　

　

　

吉

（

？

）
、

山

鴉

・

夜

鳴

き

の

飛

丸

　

　

　

（

？

）

が
、

颯

爽

と

現

れ

る
。

お

凜

様

「
武

州

総

鎮

守
、

秩

父

鬼

姫

山

三

代

目
、

　

花

吹

雪

の

お

凜

参

上

！
」

牙

吉

「
遠

吠

え

の

牙

吉

参

上

！
」

飛

丸

「
夜

鳴

き

の

飛

丸

参

上

！
」

お

凜

様

「
極

悪

非

道

な

妖

賊

め
、

若

き

娘

を

襲

い

　

力

尽

く

で

辱

め

よ

う

な

ど
、

決

し

て

許

す

訳

に

　

は

い

か

ん
。

わ

し

が

成

敗

し

て

く

れ

る

！
」

股

間

使

郎

「
出

た

な

鬼

神

童

女

！

　

先

祖

の

恨

み
、

　

今

こ

そ

晴

ら

し

て

く

れ

よ

う

じ

ゃ

ね

え

か

！
」

お

凜

様

「
な

ん

だ

か

わ

か

ら

ん

が
、

き

さ

ん

は

斬

　

る

！
」

　

　

　

お

凜

様

牙

吉

飛

丸

が

抜

刀

す

る
。

股

間

使

郎

「
や

っ

ち

ま

え

！
」

　

　

　

手

下

た

ち

が

増

殖

し

て

斬

り

か

か

っ

て

く

　

　

　

る
。
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Copyright©2005-2025　民富田智明／合同会社関東入間屋一家　All Rights Reserved.



「鬼神童女遊侠伝／狸男の股間使の野望」（仮）

　

　

　

お

凜

様

た

ち

が

手

下

を

バ

タ

バ

タ

倒

し

て

　

　

　

い

く
。

股

間

使

郎

「
役

に

立

た

ん

奴

ら

め

！
」

お

凜

様

「
次

は

き

さ

ん

じ

ゃ

！
」

股

間

使

郎

「
圧

倒

的

に

お

め

え

が

不

利

だ

ぞ

！
」

お

凜

様

「
く

っ

…
…

」

　

　

　

拘

束

さ

れ

て

い

る

爽

子

と

澄

子
、

血

ま

み

　

　

　

れ

で

倒

れ

て

い

る

堅

次

郎
、

股

間

使

郎

に

　

　

　

押

し

倒

さ

れ

て

い

る

清

子

…
…

。

清

子

「
ぼ
、

ぼ

く

は

男

の

子

な

ん

だ

ぞ

！
」

股

間

使

郎

「
は

？
」

清

子

「
女

装

が

趣

味

な

だ

け

だ

ぞ
。

お

前

な

ん

か

　

よ

り

立

派

な

物

が

生

え

て

る

ん

だ

ぞ

！
」

股

間

使

郎

「
嘘

だ

ろ

？
」

清

子

「
確

か

め

て

み

る

か

？
」

股

間

使

郎

「
き
、

気

持

ち

悪

い

！
」

　

　

　

股

間

使

郎

が

清

子

か

ら

離

れ

る
。

　

　

　

清

子

が

股

間

使

郎

か

ら

離

れ

る
。

お

凜

様

「
う

お

お

お

！
」

　

　

　

お

凜

様

が

股

間

使

郎

に

斬

り

か

か

る
。
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「鬼神童女遊侠伝／狸男の股間使の野望」（仮）

股

間

使

郎

「
う

お

お

お

！
」

　

　

　

　

　

　

股

間

使

郎

が

お

凜

様

に

斬

り

か

か

る
。

　

　

　

お

凜

様

と

股

間

使

郎

の

斬

り

合

い
。

　

　

　

お

凜

様

が

股

間

使

郎

に

斬

り

つ

け

る
。

股

間

使

郎

「
う

ぐ

っ
」

　

　

　

股

間

使

郎

が

間

合

い

を

取

る
。

股

間

使

郎

「
こ

の

決

着

は

必

ず

つ

け

て

や

る
」

　

　

　

股

間

使

郎

は
、

爽

子

澄

子

を

連

れ

て
、

手

　

　

　

下

と

逃

走

し

て

い

く
。

爽

子

澄

子

「
き

ゃ

あ

あ

！
」

お

凜

様

「
待

て

！
」

股

間

使

郎

「
誰

が

待

つ

か

よ

！
」

　

　

　

股

間

使

郎

が

拳

銃

を

撃

っ

て

く

る
。

　

　

　

お

凜

様

牙

吉

飛

丸

が

銃

撃

を

避

け

る
。

　

　

　

股

間

使

郎

が

い

な

く

な

る
。

お

凜

様

「
く

そ

っ
」

　

　

　

お

凜

様

が

清

子

に

駆

け

寄

る
。

お

凜

様

「
大

事

な

い

か

？
」

清

子

「
お
、

お

兄

ち

ゃ

ん

が

…
…

」

お

凜

様

「
ま

だ

助

か

る

！
」
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Copyright©2005-2025　民富田智明／合同会社関東入間屋一家　All Rights Reserved.



「鬼神童女遊侠伝／狸男の股間使の野望」（仮）

　

　

　

お

凜

様

が

堅

次

郎

に

駆

け

寄

る
。

腰

に

ぶ

　

　

　

ら

下

げ

た

瓢

箪

水

筒

を

手

に

取

り
、

中

身

　

　

　

を

振

り

か

け

る
。

堅

次

郎

の

傷

口

か

ら

湯

　

　

　

気

が

上

が

る
。

お

凜

様

「
鬼

姫

山

の

霊

泉

で

作

っ

た

酒

じ

ゃ
。

ど

　

ん

な

酷

い

体

の

傷

も

治

せ

る

！
」

　

　

　

堅

次

郎

の

傷

が

治

る
。

堅

次

郎

「
う
、

う

う

…
…

」

清

子

「
お

兄

ち

ゃ

ん

！
」

　

　

　

清

子

が

堅

次

郎

を

抱

き

し

め

る
。

お

凜

様

「
あ

と

少

し

で

も

遅

け

り

ゃ
、

間

に

合

わ

　

ん

か

っ

た
」

　

　

　

堅

次

郎

が

身

を

起

こ

す
。

清

子

「
う

っ

！
」

　

　

　

清

子

が

頭

を

抱

え

て

う

ず

く

ま

る
。

お

凜

様

「
ど
、

ど

う

し

た

？
」

堅

次

郎

「
フ

ラ

ッ

シ

ュ

バ

ッ

ク

だ

！
」

お

凜

様

「
わ

し

が

癒

す

！
」

　

　

　

お

凜

様

が

懐

か

ら

霊

竹

笛

を

取

り

出

し
、

　

　

　

流

麗

な

音

色

を

奏

で

る
。
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「鬼神童女遊侠伝／狸男の股間使の野望」（仮）

清

子

「
あ

…
…

」

　

　

　

清

子

が

だ

ん

だ

ん

落

ち

着

い

て

安

ら

か

な

　

　

　

表

情

に

な

る
。

お

凜

様

「
鬼

姫

山

の

霊

竹

で

作

っ

た

笛

じ

ゃ
。

ど

　

ん

な

酷

い

心

の

傷

も

癒

せ

る

！
」

清

子

「
あ

い

つ

が
、

い

な

く

な

っ

た

…
…

」

堅

次

郎

「
性

犯

罪

に

巻

き

込

ま

れ

た

こ

と

が

あ

っ

　

て
、

ト

ラ

ウ

マ

に

な

っ

て

て

…
…

」

お

凜

様

「
そ

う

じ

ゃ

っ

た

ん

か

…
…

」

清

子

「
助

け

て

く

れ

て

あ

り

が

と

う
。

そ

の

角
、

　

と

て

も

可

愛

ら

し

い
。

あ

な

た

は

鬼

さ

ん

？
」

お

凜

様

「
わ

し

は
、

あ

に

い

の

守

り

神

じ

ゃ
。

会
 

　

う

た

こ

と

は

な

い

が
、

心

の

中

に

ず

っ

と

分

霊

　

を

宿

し

て

お

っ

た
。

魂

で

つ

な

が

っ

と

る
。

あ

　

に

い

の

あ

ね

え

を

救

い

た

い

強

い

気

持

ち

が
、

 

　

わ

し

ら

を

呼

び

出

し

た
」

清

子

「
お

兄

ち

ゃ

ん

の
、

守

り

神

様

…
…

」

お

凜

様

「
あ

に

い

と

あ

ね

え

の

縁

を

結

び

つ

け

る

　

た

め

に

巡

り

会

わ

せ

た

ん

も
、

わ

し

じ

ゃ
」

清

子

「
そ

う

だ

っ

た

ん

だ

…
…

」
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「鬼神童女遊侠伝／狸男の股間使の野望」（仮）

お

凜

様

「
改

め

て

名

乗

ろ

う
。

場

所

柄
、

神

儀

は

　

略

さ

せ

て

も

ら

う

が
、

わ

し

は

秩

父

鬼

姫

山

の

 

　

三

代

目
、

花

吹

雪

の

お

凜

じ

ゃ
。

も

う

五

百

年

　

く

ら

い

武

州

総

鎮

守

と

し

て

妖

賊

の

監

視

を

し

　

と

る
」

牙

吉

「
お

い

ら

あ

遠

吠

え

の

牙

吉

っ

て

ん

だ
」

飛

丸

「
あ

っ

し

は

夜

鳴

き

の

飛

丸

で

や

ん

す
」

堅

次

郎

「
入

間

原

堅

次

郎

で

す
」

清

子

「
春

小

路

清

子

で

す
」

　

　

　

堅

次

郎

と

清

子

が

頭

を

下

げ

る
。

お

凜

様

「
あ

ん

狸

め
、

娘

二

人

を

連

れ

去

り

お

っ

　

た
。

あ

や

つ

を

追

い

払

う

だ

け

で

精

一

杯

　

じ

ゃ

っ

た
」

清

子

「
爽

子

ち

ゃ

ん
、

澄

子

ち

ゃ

ん

！
」

お

凜

様

「
わ

し

ら

は
、

あ

や

つ

を

倒

し

て
、

あ

の

　

子

た

ち

を

取

り

返

す

！
」

清

子

「
私

も

行

き

ま

す

！
」

お

凜

様

「
だ

め

じ

ゃ

！

　

危

な

す

ぎ

る

！
」

清

子

「
あ

の

化

け

物
、

許

せ

な

い

…
…

。

私

だ

け

　

じ

ゃ

な

い
。

私

な

ん

か

よ

り
、

私

の

大

事

な

人

17
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を

奪

お

う

と

す

る

の

が

許

せ

な

い

！

　

失

う

の

　

は
、

も

う

嫌

な

の

…
…

」

お

凜

様

「
あ

ね

え

の

強

い

思

い
、

し

か

と

受

け

　

取

っ

た

…
…

」

　

　

　

お

凜

様

は
、

清

子

の

両

手

を

握

る
。

お

凜

様

「
わ

し

は
、

お

ぬ

し

を

依

代

と

し

て

選

　

び
、

身

も

心

も

同

化

さ

せ

る

ぞ

！
」

　

　

　

お

凜

様

と

清

子

が

光

に

包

ま

れ

る
。

お

凜

様

「
二

本

角

の

印

契

を

結

び
、

『
鬼

神

童

女

　

変

化
』

と

唱

え

れ

ば
、

お

ぬ

し

は

い

つ

で

も

わ

　

し

に

な

る

！

　

圧

倒

的

武

勇

の

代

わ

り

に
、

圧

　

倒

的

苦

痛

も

引

き

受

け

る

こ

と

に

な

る

ぞ

！
」

　

　

　

光

が

消

失

す

る

と
、

清

子

だ

け

残

っ

て

い

　

　

　

る
。

牙

吉

飛

丸

「
よ

ろ

し

く

頼

み

ま

す
。

姐

さ

ん

！
」

　

　

　

牙

吉

飛

丸

が

小

さ

な

ぬ

い

ぐ

る

み

に

擬

態

　

　

　

す

る
。

　

　

　

清

子

は
、

牙

吉

と

飛

丸

を

鞄

に

ぶ

ら

下

げ

　

　

　

る
。

堅

次

郎

「
清

子

…
…

？
」

18
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清

子

「
あ

の

子

た

ち

を

助

け

に

行

く

わ

よ

！
」

堅

次

郎

「
あ

あ

…
…

」

　

　

　

清

子

は

勇

ま

し

く

立

ち

上

が

り
、

歩

き

出

　

　

　

す
。

堅

次

郎

が

清

子

に

つ

い

て

い

く
。

〇

公

園

の

前

の

道

路

　

　

　

清

子

と

堅

次

郎

が

出

て

く

る
。

清

子

「
疾

風

号

お

お

お

！
」

　

　

　

清

子

が

叫

ぶ

と
、

一

台

の

白

い

車

が

走

っ

　

　

　

て

き

て

停

ま

る
。

清

子

「
運

転

し

て
」

堅

次

郎

「
あ

あ

…
…

」

　

　

　

清

子

と

堅

次

郎

が

疾

風

号

に

乗

り

込

む
。

　

　

　

疾

風

号

が

走

り

出

す
。

〇

疾

風

号

の

車

内

　

　

　

堅

次

郎

が

運

転

し
、

清

子

が

助

手

席

に

　

　

　

乗

っ

て

い

る
。

清

子

「
牙

吉
、

狸

の

逃

げ

た

方

角

は

わ

か

る

？
」

牙

吉

「
あ

あ
、

山

の

方

だ

ぜ
。

細

か

い

こ

と

は

わ

19
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か

ら

ん
」

清

子

「
飛

丸
、

ち

ょ

っ

と

探

っ

て

き

て
」

飛

丸

「
わ

か

っ

た

で

や

ん

す
」

〇

上

空

　

　

　

獣

身

の

牙

吉

を

背

中

に

乗

せ

た

鳥

身

の

飛

　

　

　

丸

が

下

界

を

探

っ

て

い

る
。

牙

吉

「
臭

い

が

強

く

な

っ

て

き

や

が

っ

た
」

飛

丸

「
あ

の

山

が

怪

し

い

で

や

ん

す

ね
」

　

　

　

牙

吉

と

飛

丸

の

前

に

目

立

つ

山

が

あ

る
。

　

　

　

牙

吉

と

飛

丸

が

旋

回

し

て

戻

っ

て

い

く
。

〇

疾

風

号

・

車

内

　

　

　

牙

吉

と

飛

丸

が

ぬ

い

ぐ

る

み

に

戻

り
、

清

　

　

　

子

の

鞄

に

ぶ

ら

下

が

る
。

牙

吉

「
見

つ

け

た

ぜ
」

飛

丸

「
コ

ロ

コ

ロ

山

の

辺

り

で

や

ん

す
」

堅

次

郎

「
コ

ロ

コ

ロ

山

？
」

清

子

「
神

々

だ

け

で

通

じ

る

呼

び

名

よ
。

誘

導

す

　

る

か

ら

大

丈

夫
」

20
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堅

次

郎

「
少

し

飛

ば

す

ぞ

！
」

〇

郊

外

の

道

路

　

　

　

疾

風

号

が

走

っ

て

い

く
。

〇

山

の

入

口

　

　

　

疾

風

号

が

停

ま

る
。

　

　

　

清

子

と

堅

次

郎

が

降

り

る
。

清

子

「
お

兄

ち

ゃ

ん
、

こ

れ

を

使

っ

て
」

　

　

　

清

子

が

鞄

か

ら

拳

銃

と

短

刀

を

取

り

出

し

　

　

　

て

堅

次

郎

に

渡

す
。

堅

次

郎

「
な

ん

で

鞄

に

こ

ん

な

の

が

？
」

清

子

「
神

力

を

込

め

た

特

別

な

武

器

よ
。

妖

賊

に

　

対

抗

で

き

る

わ
」

堅

次

郎

「
よ

し

…
…

」

　

　

　

堅

次

郎

が

拳

銃

と

短

刀

を

腰

に

差

す
。

清

子

「
無

理
、

し

な

い

で

ね
」

堅

次

郎

「
あ

あ

…
…

」

　

　

　

清

子

と

堅

次

郎

が

山

に

入

っ

て

い

く
。

21
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〇

山

奥

の

森

　

　

　

爽

子

と

澄

子

が

拘

束

さ

れ

た

ま

ま

地

面

に

　

　

　

放

り

出

さ

れ

て

い

る
。

股

間

使

郎

と

手

下

　

　

　

た

ち

が

取

り

囲

ん

で

い

る
。

　

　

　

爽

子

と

澄

子

は

震

え

上

が

っ

て

い

る
。

股

間

使

郎

「
お

め

え

ら

は

鬼

神

童

女

を

誘

い

出

す

　

餌

だ
。

ま

だ

何

も

し

ね

え

か

ら

安

心

し

な
」

　

　

　

股

間

使

郎

が

爽

子

と

澄

子

の

頭

を

撫

で

回

　

　

　

す
。

股

間

使

郎

「
あ

い

つ

を

倒

し

た

ら
、

じ

っ

く

り

と

　

こ

ま

し

て

や

る

ぜ
」

 
 

 

爽

子

と

澄

子

の

顔

が

引

き

つ

る
。

清

子

の

声

「
そ

の

子

た

ち

を

放

し

な

さ

い

！
」

股

間

使

郎

「
ん

？
」

　

　

　

清

子

と

堅

次

郎

が

股

間

使

郎

の

前

に

現

れ

　

　

　

る
。

爽

子

澄

子

「
あ

っ

！
」

股

間

使

郎

「
お

め

え
、

さ

っ

き

の

女

装

野

郎

じ

ゃ

　

ね

え

か

！
」

清

子

「
あ

ん

な

の
、

あ

ん

た

か

ら

離

れ

る

た

め

の

22
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嘘

よ

！
」

股

間

使

郎

「
騙

し

や

が

っ

た

の

か

！

　

教

育

の

足

　

り

ね

え

奴

め

！
」

清

子

「
あ

ん

た

が

教

育

を

語

る

資

格

な

い

わ

　

よ

！
」

股

間

使

郎

「
飛

ん

で

火

に

入

る

夏

の

虫

と

は

こ

う

　

い

う

こ

と

だ
。

大

し

た

勇

気

だ

が
、

使

う

と

こ

　

ろ

を

間

違

え

て

る

ぜ
。

お

め

え

か

ら

こ

ま

し

て

　

や

る
」

清

子

「
今

の

私

は
、

さ

っ

き

の

私

と

は

違

う

わ

　

よ

！
」

　

　

　

清

子

は
、

両

手

で

二

本

角

の

印

を

結

ぶ
。

清

子

「
鬼

神

童

女

変

化

！
」

　

　

　

清

子

が

閃

光

に

包

ま

れ
、

一

瞬

に

し

て

お

　

　

　

凜

様

に

変

化

す

る
。

左

右

に

は

人

身

の

牙

　

　

　

吉

飛

丸

が

立

っ

て

い

る
。

股

間

使

郎

「
な

っ
、

鬼

神

童

女

！
」

お

凜

様

「
わ

し

を

こ

ま

せ

る

も

ん

な

ら
、

こ

ま

し

　

て

み

よ

！
」

　

　

　

お

凜

様

が

抜

刀

し
、

牙

吉

飛

丸

が

抜

刀

す

23
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る
。

股

間

使

郎

「
こ

ち

と

ら
、

お

め

え

を

倒

す

た

め

に

　

待

ち

構

え

て

た

ん

だ
。

そ

の

首

は

ね

て

や

る

　

ぜ

！
」

　

　

　

股

間

使

郎

と

手

下

た

ち

が

抜

刀

す

る
。

股

間

使

郎

「
や

っ

ち

ま

え

！
」

　

　

　

手

下

た

ち

が

斬

り

か

か

っ

て

く

る
。

お

凜

様

「
う

お

お

お

！
」

　

　

　

お

凜

様

が

手

下

を

バ

タ

バ

タ

叩

き

斬

っ

て

　

　

　

い

く
。

　

　

　

牙

吉

飛

丸

が

散

開

し

て
、

手

下

を

叩

き

　

　

　

斬

っ

て

い

く
。

　

　

　

手

下

が

次

々

と

増

殖

し

て

は

斬

り

か

か

っ

　

　

　

て

く

る
。

　

　

　

堅

次

郎

は
、

壮

絶

な

斬

り

合

い

の

前

に

う

　

　

　

ろ

た

え

て

い

る
。

　

　

　

自

動

小

銃

を

持

っ

た

手

下

が
、

爽

子

と

澄

　

　

　

子

を

連

れ

て

森

の

奥

に

逃

げ

て

い

く
。

爽

子

澄

子

「
助

け

て

え

え

！
」

お

凜

様

「
わ

し

ら

が

敵

を

引

き

つ

け

る

！

　

あ

に

24
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い

は

あ

の

子

た

ち

を

！
」

堅

次

郎

「
よ

し

！
」

　

　

　

堅

次

郎

が

爽

子

と

澄

子

を

追

い

か

け

る
。

股

間

使

郎

「
そ

う

は

い

か

ね

え

ぞ

！
」

　

　

　

股

間

使

郎

が

堅

次

郎

の

方

に

向

か

っ

て

い

　

　

　

く
。

お

凜

様

「
ま

ず

い

！
」

　

　

　

お

凜

様

が

股

間

使

郎

を

追

い

か

け

る
。

　

　

　

股

間

使

郎

が

堅

次

郎

を

狙

っ

て

拳

銃

を

撃

　

　

　

ち

ま

く

る
。

堅

次

郎

「
う

お

お

お

！
」

　

　

　

銃

撃

の

中
、

堅

次

郎

が

全

力

で

走

る
。

　

　

　

堅

次

郎

が

拳

銃

を

抜

き
、

股

間

使

郎

を

　

　

　

狙

っ

て

撃

つ
。

　

　

　

当

た

ら

な

い
。

　

　

　

股

間

使

郎

が

堅

次

郎

を

狙

っ

て

撃

ち

続

け

　

　

　

る
。

　

　

　

堅

次

郎

が

全

力

で

走

る
。

お

凜

様

「
う

お

お

お

！
」

　

　

　

お

凜

様

が

股

間

使

郎

を

狙

っ

て

拳

銃

を

撃

25
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ち

ま

く

る
。

　

　

　

股

間

使

郎

に

弾

が

当

た

る
。

股

間

使

郎

「
う

ぐ

っ

！
」

　

　

　

股

間

使

郎

が

お

凜

様

に

向

き

直

る
。

股

間

使

郎

「
や

り

や

が

っ

た

な

！
」

　

　

　

股

間

使

郎

が

お

凜

様

を

狙

っ

て

拳

銃

を

撃

　

　

　

ち

ま

く

る
。

　

　

　

お

凜

様

が

銃

撃

を

避

け

る
。

　

　

　

股

間

使

郎

が

撃

ち

ま

く

る
。

　

　

　

お

凜

様

に

弾

が

当

た

り
、

さ

ら

に

拳

銃

が

　

　

　

弾

か

れ

る
。

お

凜

様

「
う

ぐ

っ

！
」

　

　

　

お

凜

様

が

短

刀

を

抜

い

て

投

げ

つ

け

る
。

　

　

　

短

刀

が

股

間

使

郎

の

拳

銃

の

持

ち

手

に

突

　

　

　

き

刺

さ

る
。

股

間

使

郎

「
う

ぐ

っ

！
」

　

　

　

拳

銃

が

股

間

使

郎

の

手

か

ら

落

ち

る
。

　

　

　

お

凜

様

が

刀

を

構

え

る
。

　

　

　

股

間

使

郎

が

刀

を

構

え

る
。

お

凜

様

「
う

お

お

お

お

！
」
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「鬼神童女遊侠伝／狸男の股間使の野望」（仮）

股

間

使

郎

「
う

お

お

お

お

！
」

　

　

　

お

凜

様

と

股

間

使

郎

の

刀

が

ぶ

つ

か

り

合

　

　

　

う
。

　

　

　

力

比

べ
。

　

　

　

股

間

使

郎

が

お

凜

様

を

突

き

放

し
、

重

い

　

　

　

蹴

り

を

入

れ

る
。

　

　

　

お

凜

様

が

吹

っ

飛

ぶ

よ

う

に

間

合

い

を

取

　

　

　

る
。

　

　

　

股

間

使

郎

が

短

刀

を

抜

い

て

お

凜

様

に

投

　

　

　

げ

つ

け

る
。

　

　

　

短

刀

が

お

凜

様

に

突

き

刺

さ

る
。

お

凜

様

「
う

ぐ

っ

！
」

　

　

　

股

間

使

郎

が

お

凜

様

を

叩

き

斬

る
。

お

凜

様

「
ぐ

あ

あ

あ

あ

！
」

　

　

　

お

凜

様

が

倒

れ

る
。

牙

吉

飛

丸

「
姐

さ

ん

！
」

　

　

　

牙

吉

と

飛

丸

が
、

手

下

を

蹴

散

ら

し

て
、

 

　

　

　

股

間

使

郎

に

向

か

っ

て

い

く
。

牙

吉

飛

丸

「
う

お

お

お

！
」

　

　

　

牙

吉

飛

丸

が

股

間

使

郎

に

斬

り

か

か

る
。
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「鬼神童女遊侠伝／狸男の股間使の野望」（仮）

　

　

　

股

間

使

郎

が

牙

吉

飛

丸

の

激

し

い

斬

撃

を

　

　

　

避

け
、

受

け

流

し

て

い

く
。

股

間

使

郎

「
う

お

お

お

！
」

　

　

　

股

間

使

郎

が

牙

吉

飛

丸

を

一

振

り

で

叩

き

　

　

　

斬

る
。

牙

吉

飛

丸

「
ぐ

あ

あ

あ

！
」

　

　

　

牙

吉

飛

丸

が

倒

れ

る
。

　

　

　

股

間

使

郎

が
、

倒

れ

た

お

凜

様

に

近

づ

い

　

　

　

て

い

く
。

　

　

　

股

間

使

郎

が

お

凜

様

を

つ

か

ん

で
、

引

き

　

　

　

起

こ

す
。

股

間

使

郎

「
か

わ

い

そ

う

に
。

鬼

神

童

女

と

同

化

　

し

た

が

た

め

に
、

こ

の

世

の

も

の

と

も

言

え

な

　

い

苦

痛

を

味

わ

う

こ

と

に

な

る

な

ん

て

な
。

お

　

め

え

の

何

が

そ

う

さ

せ

た

ん

だ

？

　

あ

ん

な

男

　

の

た

め

に

体

張

っ

て

る

と

し

た

ら

お

笑

い

だ

　

ぜ

！
」

お

凜

様

「
き

さ

ん

に
、

あ

に

い

の

何

が

分

か

る

　

か

…
…

」

股

間

使

郎

「
男

の

値

打

ち

は

巨

大

な

竿

と

飛

び

出

28
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「鬼神童女遊侠伝／狸男の股間使の野望」（仮）

　

す

汁

よ
。

最

期

の

楽

し

み

に
、

鬼

神

童

女

も

ろ

　

と

も

お

め

え

を

壊

れ

る

ま

で

こ

ま

し

て

や

る

　

よ
。

喜

び

な
」

お

凜

様

「
変

態

め
…

…

」

股

間

使

郎

「
黙

れ

よ
」

　

　

　

股

間

使

郎

が

お

凜

様

に

刀

を

突

き

刺

す
。

お

凜

様

「
ぐ

あ

あ

あ

！
」

堅

次

郎

「
き
、

清

子

…
…

！
」

　

　

　

堅

次

郎

が

う

ろ

た

え

る
。

清

子

（

独

白

）

「
お

兄

ち

ゃ

ん

…
…

」

　

　

　

爽

子

と

澄

子

が

手

下

に

連

れ

ら

れ

ど

ん

ど

　

　

　

ん

離

れ

て

い

く
。

お

凜

様

「
あ

の

子

た

ち

を

頼

む

！
」

　

　

　

堅

次

郎

は
、

爽

子

と

澄

子

を
、

追

っ

て

い

　

　

　

く
。

　

　

　

股

間

使

郎

は
、

突

き

刺

し

た

刀

を

引

き

抜

　

　

　

い

て
、

お

凜

様

を

叩

き

斬

る
。

お

凜

様

「
ぐ

あ

あ

！
」

　

　

　

お

凜

様

が

倒

れ

る
。

　

　

　

堅

次

郎

が

爽

子

と

澄

子

と

追

い

か

け

る
。
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「鬼神童女遊侠伝／狸男の股間使の野望」（仮）

　

　

　

手

下

た

ち

が

振

り

返

り
、

自

動

小

銃

を

　

　

　

撃

っ

て

く

る
。

堅

次

郎

「
う

お

お

お

！
」

　

　

　

堅

次

郎

が

拳

銃

を

撃

つ
。

　

　

　

手

下

の

一

人

が

被

弾

し

て

倒

れ

る
。

　

　

　

堅

次

郎

が

拳

銃

を

撃

つ
。

が
、

弾

切

れ
。

　

　

　

手

下

が

自

動

小

銃

を

撃

っ

て

く

る
。

　

　

　

堅

次

郎

が

短

刀

を

抜

い

て

投

げ

つ

け

る
。

　

　

　

手

下

は

短

刀

が

突

き

刺

さ

っ

て

倒

れ

る
。

　

　

　

堅

次

郎

が

爽

子

澄

子

を

抱

き

留

め

る
。

爽

子

澄

子

「
お

兄

ち

ゃ

ん

！
」

堅

次

郎

「
怪

我

は

な

い

か

？
」

爽

子

澄

子

「
う

ん

！
」

　

　

　

堅

次

郎

が

爽

子

澄

子

の

拘

束

を

解

く
。

　

　

　

爽

子

澄

子

が

堅

次

郎

に

抱

き

つ

く
。

堅

次

郎

「
爽

子

ち

ゃ

ん

と

澄

子

ち

ゃ

ん

は

無

事

　

だ

！
」

　

　

　

お

凜

様

が

必

死

に

立

ち

上

が

ろ

う

と

し

て

　

　

　

い

る
。

お

凜

様

「
あ

に

い
、

で

か

し

た

ぞ

…
…

」

30

Copyright©2005-2025　民富田智明／合同会社関東入間屋一家　All Rights Reserved.



「鬼神童女遊侠伝／狸男の股間使の野望」（仮）

股

間

使

郎

「
俺

の

狙

い

は
、

お

め

え

の

首

だ

！
」

　

　

　

股

間

使

郎

が

お

凜

様

を

つ

か

ん

で

引

き

起

　

　

　

こ

し
、

首

筋

に

刀

を

当

て

る
。

股

間

使

郎

「
離

れ

た

首

で
、

た

っ

ぷ

り

竿

を

咥

え

　

込

み

や

が

れ

！
」

　

　

　

股

間

使

郎

が

刀

を

振

り

上

げ
、

思

い

切

り

　

　

　

振

り

下

ろ

す
。

お

凜

様

「
う

お

お

お

！
」

　

　

　

お

凜

様

が
、

一

瞬

早

く
、

股

間

使

郎

の

股

　

　

　

間

に

思

い

切

り

拳

を

叩

き

込

む
。

股

間

使

郎

「
ぐ

あ

あ

あ

！
」

　

　

　

お

凜

様

が
、

股

間

使

郎

を

叩

き

斬

り
、

蹴

　

　

　

り

飛

ば

す
。

　

　

　

股

間

使

郎

が

倒

れ

る
。

 
 

 

お

凜

様

が

瓢

箪

水

筒

を

手

に

し

て

霊

泉

酒

　

　

　

を

飲

む
。

　

　

　

股

間

使

郎

が

よ

ろ

よ

ろ

と

立

ち

上

が

ろ

う

　

　

　

と

す

る
。

　

　

　

お

凜

様

が

駆

け

出

し
、

納

刀

し

て

居

合

の

　

　

　

姿

勢

に

な

る
。
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「鬼神童女遊侠伝／狸男の股間使の野望」（仮）

　

　

　

お

凜

様

が

高

く

跳

躍

す

る
。

　

　

　

お

凜

様

が

抜

刀

す

る

と
、

刀

が

閃

光

に

包

　

　

　

ま

れ

る
。

お

凜

様

「
必

殺

花

吹

雪

！
」

股

間

使

郎

「
く

そ

が

っ

！
」

　

　

　

お

凜

様

が

思

い

切

り

刀

を

振

り

下

ろ

す
。

お

凜

様

「
う

お

お

お

お

！
」

　

　

　

股

間

使

郎

が

脳

天

か

ら

叩

き

斬

ら

れ

る
。

股

間

使

郎

「
う

ぐ

っ

！
」

　

　

　

股

間

使

郎

が

よ

ろ

よ

ろ

と

後

退

す

る
。

股

間

使

郎

「
残

念

だ

っ

た

な

…
…

。

俺

は

本

体

　

　

じ

ゃ

ね

え

…
…

。

お

め

え

を

倒

し

て
、

狸

が

　

支

配

す

る

強

姦

大

国

を

樹

立

す

る

ま

で
、

『
関

　

東

股

間

使

隊
』

は

何

度

で

も

現

れ

る

だ

ろ

　

　

う

…
…

。

俺

の

名

は

『
早

抜

き

の

股

間

使

郎
』

　

だ
。

覚

え

て

お

け

よ

！
」

　

　

　

股

間

使

郎

は
、

花

吹

雪

の

よ

う

に

大

量

の

　

　

　

血

飛

沫

を

上

げ

て

倒

れ

る
。

　

　

　

お

凜

様

が

納

刀

す

る
。

お

凜

様

「
ま

さ

か
、

あ

や

つ

の

子

孫

…
…

」
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堅

次

郎

に

連

れ

ら

れ

て
、

爽

子

澄

子

が

お

　

　

　

凜

様

の

も

と

に

来

る
。

　

　

　

お

凜

様

が
、

よ

ろ

よ

ろ

と

堅

次

郎

に

歩

み

　

　

　

寄

る
。

お

凜

様

「
あ

に

い

…
…

」

堅

次

郎

「
清

子

…
…

」

　

　

　

堅

次

郎

は

お

凜

様

を

抱

き

留

め

る
。

　

　

　

お

凜

様

が

清

子

に

戻

る
。

爽

子

澄

子

「
お

姉

ち

ゃ

ん

！
」

　

　

　

爽

子

と

澄

子

が

清

子

に

抱

き

つ

く
。

　

　

　

牙

吉

と

飛

丸

が

立

ち

上

が

り
、

よ

ろ

よ

ろ

　

　

　

と

清

子

の

も

と

に

戻

り
、

ぬ

い

ぐ

る

み

に

　

　

　

擬

態

す

る
。

清

子

「
ず

っ

と
、

そ

ば

に

い

て

ね

…
…

」

堅

次

郎

「
あ

あ

…
…

」

　

　

　

清

子

が
、

堅

次

郎

と

寄

り

添

っ

て

歩

き

出

　

　

　

す
。

爽

子

と

澄

子

が

つ

い

て

い

く
。

清

子

（

独

白

）

「
私
、

ス

ー

パ

ー

ヒ

ロ

イ

ン

に

　

な

っ

ち

ゃ

っ

た
」
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〇

公

園

　

　

　

終

幕

主

題

歌

挿

入

「
鬼

姫

音

頭

？
」

。

　

　

　

小

さ

い

お

凜

様

が

中

心

と

な

っ

て
、

清

子
、

　

　

　

爽

子
、

澄

子

が
、

音

楽

に

合

わ

せ

て

可

憐

　

　

　

に

踊

っ

て

い

る
。

壮

絶

な

死

闘

が

嘘

の

よ

　

　

　

う

に
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

完
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